









































でも特に注目されるのが、③の「仏教思想 影響」である。今回取り上げる「木幡狐」含むお伽草子では 仏教の視座から己の境遇を嘆き、仏に縋る人々 姿が多く描かれ、物語の展開とも深く関わってくる。
中世仏教は一般民衆から多くの信仰を集め、勢力伸張が進んだと




















女房（ 「信太妻」説話） 」がある。また平安初期成立の『日本霊異記』上巻第二「狐為妻令生子縁」は、 「狐女房」と近い物語構成に加え始祖譚の性格も持つ。その後室町時代前期頃には『曽我 』巻五「三原野の御狩の事」と『伊勢物語』の注釈書である『伊勢物語難儀注』所収の説話があり、これを本論文では便宜上《玉津島明神歌徳説話》と呼ぶ。これは、在原業平と女狐との交契説話であり、神徳を描く意図が読み取れる。さらに室町後期頃になると、 「木幡狐」含め、お伽草子に様々な狐が登場してくるのである。日本の狐女房譚には話型に類似点が多く、昔 「狐女房」と『日本霊異記』所収の「狐為妻令生子縁」を比較すると、狐と男の交契、 の別離、生まれた子供の特異性などという要素が一致する。その一方で『日本霊異記』の説話 、男女が伴侶求めにより出会うこと、別離の原因が犬であること、子供に宝物を授ける描写を欠くという点で昔話「狐女房」との相違があり、 『日本霊異記』 時点において狐女房は一族の始祖とな 神霊的な力を持ちつつも、その神性は些か薄まっているようである。同様に「木幡狐」 も他の狐女房 の類似が見られ、大坪俊介氏は、
　『木幡狐』に信仰的な面がみられることを除けばおおよその話の骨子は『日本霊異記』と共通していることが分かる。 〈中略〉 『木幡狐』は古い形の異類婚姻譚に子別れなどの新しい要素を取り込みつつ、視点の変更などによっ 物語として 要素をより強調して書かれた正統な 類婚姻譚の後継作であるといえるだろう
⑹
。




されていたと指摘したが、 「木幡狐」では新たに「異類視点での語り」 「仏教色の濃さ」 「子孫の繁栄が物語の焦点ではない」という要素が加えられている。以上の要素は時代 風潮や趣向を反映したオリジナリティの表れと言えるだろう。ここに「木幡狐」成立 要因が見えるのではないだろうか。以下で確認したい
まず、 「木幡狐」は異類である「きしゅ御前」の視点から物語が








と論じており、読者へ与える効果が想定されている。しかし「木幡狐」が成立したとされる室町末期は仏教の凋落期にあった。そのような時代に仏教を称揚するような作品が作られたことは矛盾があるようにも感じられる。次に、その他の物語要素も読み解いていきたい。「木幡狐」はその題に「木幡」という名がある通り、木幡と都を中心として物語が展開する。そもそも木幡とは紀伊伏見山の東面までを指し、伏見山が木幡の里と接することから伏見山の東面を木幡山という。木幡は陵墓 有名であり、 『栄花物語』には配流直前の伊周が道隆の墓を参拝する場面があるが 「山近 てはおりさせたまひて、くれくれと分け入らせたまふ」 馬では通えない場所として書かれ、中世以降荒廃していたことがわか また、木幡のイメージは特に柿本人麻呂の詠んだ
山科の木幡の山を馬はあれど歩より吾れ来汝を思ひかね
（ 『万葉集』巻一一・寄物陳思・二四二五）



































馬、すゝ（マヽ）出て、申しけるは、異国の事は、いさしらす、本朝に 我に上する獣、あるへからす、名誉を、かつ〳〵、申へし先正月七日、白馬の節会とて、某を御賞玩あれは、何事か是に、まさるへき、此事は、哥にも、連歌にも、聞ふ したる、 なれは、はしめて申に不及人丸の詠哥に、山城の こわたのさ に 馬はあれと、貫之の、もち月の駒、高遠の、きり原の駒、とり〳〵なりし名哥也
木幡峠を舞台とした上で、第一にこの人麻呂歌が引用されていることからも、当時において「木幡」→「馬」という連想が も強かったと考え れ 「狐」を連想することは一般的ではなかったと思われる。そう考えると 木幡狐」は「木幡」を舞台として狐の物語を描こうという着想によるものではなく、 「木幡に棲む狐」 いう既存の物語から直接影響を受けて成立したのではないだろうか。
先に挙げた狐女房譚の中で木幡を舞台とするのは、 『伊勢物語難
儀注』 『曽我物語』所収の《玉津島明神歌徳説話》である。 説





確かに舞台を木幡とする点だけでなく、異類を神の いとすること、「色好み」をする中将を相手とすることや、物語中に和歌を取り入れた王朝物語的な雰囲気も似通っている。ここで『難儀注』と『曽我物語』のどちらを参照したのかという疑問が出てくるが、 『曽我物語』の中で《玉津島明神歌徳説話》を引用しているのは、 「甲類」「乙類」に分類されている
⑽
仮名本系統の中でも、甲類本と乙類の円
成寺本のみである。甲類本は乙類本より成立が遅いとされているため、 《玉津島明神歌徳説話》が『曽我物語』中に取り入れられたはそれなりに遅い時期であると思われる。とすると、やはり「木幡狐」は『難儀注』から材をとったと考え のが妥当であろ か。 『難儀注』についても詳しく てみたい。
― ―236













「木幡狐」 には王朝物語的な雰囲気があることから、 「三位の中将」に普遍化された業平像が投影されているのも理解できる。 また、 『伊勢物語』外の業平像について大津有一氏は、
　
注釈書は、 （中略）多くの室町時代物語に登場していること
から、物語を作るような知識人にとっては、直接文献に拠らなくても知っていた知識の一つだったと思われる。 （中略） 『伊勢物語』本文から離れ 業平像をみてくる 、そこには、当時存在していた秘伝や注釈書の知識が投影されていることがわか
⒀
。








が権威から離れた所で享受され たとすると、この説話はその真偽よりも他注釈にはない秘事の面白味から、人々に興味を持って読まれたものと思われる。また、 『伊勢物語』の古注釈という性格 、その説話にある種の神秘性を感じさせ得るだろう。 「木幡狐」 成立背景に、仏教喧伝の目的があったと仮定した上で先述の点を考えると、物語の面白味と神秘性が、享受者への受け入れられやすさと宗教的説得力という要件を満たすので ないだろうか。
さて、ここで現在伝わっている「木幡狐」諸伝本の内容の変遷を











































②「渋川版」 。庵室での修行場面、訓戒的結語が描かれる。これらを見ると、 「徳江本」の仏教的要素が圧倒的に多く 「岡見
本」と「黒川本」が次いで多い。成立順を先程推測した通りと仮定すると、諸伝本のうち中頃に成立した伝本に仏教的要素が多く記されてい こととなり、仏教的要素が特にその時代において積極的に取り込まれ、徐々に薄れたとも考えられる 第二章において「木幡狐」成立は「仏教の衰退期」にあったと述べたが、市古氏が中世物語を「一種の作為を含んだ読み物で る」 論じていることからも
⒃
、















らが身分の高い者に対 解くものであった しいが、中世 なると解き手も聴き手も俗化し、寺社の内外 多くの人々を相手に かれるものになったと う。そのよう 外で解くために、携帯に便利な絵巻や掛幅絵が多用されるようになり、これは一種の芸能として民衆に歓迎され、庶民へ 仏教浸透に貢献したという。
ここで「交互に絵と詞書とを続け」るという形態について考えて
みたい。例えば、絵解き 使われる「道成寺絵巻」もそ よ な形態をとるが、この作品の画中詞について小峯和明氏は、 「絵解きの痕跡を示すともいえよう
⒆
」と、画中詞と絵解きの関連について肯定
















と、中世小説と語りの関係を論じている。ならば「木幡狐」にしばしば見られる典型的表現、 「春は花 下にて日を暮し、秋は隈なき月影に心をすまし」なども、語りに適したものと思われるが、断定するには些か材料が足り いだろう。
次に、視点を変えて伝本の形態に着目してみたい。前章で「木幡
狐」諸伝本の比較を行ったが、そこでは他の伝本 異なり絵巻の形態をもつ「ローマ本」 最古のもの 考察した この伝本は縦一六センチという小型の体裁を っているが、 「室町時代中期ごろからお伽草子的絵巻のなかには、標準の半分ほどにあ る一五センチ前後のものがあらわれ

」たようである。これらは当時「小絵」と呼ば





幡狐」はやはり物語を解くために携帯性の高い絵巻として作られたのが始まりなのではないかと思われるのである。また、そのローマ本以降、 「木幡狐」は横本形態をとっているのであるが、これは、成立時に「解くも 」であった物語が次第 「読むもの」として広まり、個人で読む絵本として享受されるようになったためと考えられるだろう。
むすびに
本論文は「中世異類女房譚の一形成」と題し、異類女房譚「木幡
狐」の形成背景を考察するものである。そもそも中世小説は、他の物語から改作されたものが多く、 「木幡 も何らかの作品から発生したものと考えた。日本の狐説話は中国思想 影響もあり、妖狐譚と善狐譚が併存してい ため、 女房譚も日本の古い時代から存在していたが、次第に妖狐像が優勢とな 。つまりそ 中でも書き継がれていっ 狐女房譚は互いに近い継承関係にありは物語要素の共通等から、 『伊勢物語難儀注』の《玉津島明神歌徳説話》に強い影響を受けたも 推測し 。また、 「木幡狐」は物語中の仏教色 強いと う特徴 あるため、 『難儀注』の正道から外れた面白味と『伊勢物語』の秘伝としての神秘性が 物語 宗教的利用に一役買ったものと解釈できる。加え 、 「木幡狐」の形態と「絵解き」の方法の結びつきから、 「木幡狐」 構想として、民衆を読者として想定した、仏教凋落期における中世宗教家の思惑があったという結論 至った。
本論文では作者像として一宗教家を想像するのみであったが、
『難儀注』のようなやや正道から外れた注釈書を材としたとすると、およそ権威ある宗教家の作とは思えない。中世は知識人の層に大きな変化があらわれた時代である されていることから、中世になって新たに知識人として活躍し始めた者、その中でも宗教の世界に参入し いった者が、 「木幡狐」のような物語を作り出したのではないかと考えられる。
これまでの「木幡狐」に関する研究は、伝本の紹介や比較が多く、











































































赤井達郎『絵解きの系譜』 （教育社・ 九八九） 「絵巻物の絵解き」

　（注⒅）に同じ

　（注⑴）に同じ

　
赤井達郎『絵解きの系譜』 （教育社・一九八九） 「浦島子の絵巻と掛幅」

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